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オミクロン株対応ワクチン接種の集団接種�
文化センター（平日）の予約受付中！

《実施日》11 月 28 日（月）～ 12 月 9 日（金）
※土・日曜日除く。他の会場・日程も予約受付中。
※新型コロナの相談窓口等は 5ページに掲載

接種間隔が�
３カ月に短縮！
対初回接種が完了して
いる12歳以上の人

15

宇治市政だより
［ 毎月1日・15日発行 ］
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國
くにもと

本 清
きよし

 さん（79 歳）柔道整復職

柔道整復師として地域の保健衛生と市民
の健康増進に寄与されています。「人助け
をしたい」というご自身の原点に常に立
ち返り、日々研鑽を積み、東洋医学を後
世に残すべく現在も現役で活躍されてい
ます。

平
ひ ら お

尾 滋
し げ お

夫 さん（73 歳）大工職

文化財の修復等で培われた卓越した技術
で寺社・居宅建築を手掛けるとともに、
若手職人の技術指導に取り組まれていま
す。また 40年にわたり祇園祭の月鉾（つ
きほこ）の組立・解体等に携わり、月鉾
の巡行を支えられています。

久
ひ さ み

見 友
ともひろ

尋 さん（67 歳）大工職

伝統的な大工工法である墨付けと手作業によ
る木材加工を行っておられます。正確に加工
した木材を用いて、卓越した技術で丁寧に組
み立てる家は、骨組みがしっかりしており業
界からも高い評価を得られています。

潮
し お み

見 洋
ひろし

 さん（73 歳）調理職

「串打ち３年、裂き８年、焼き一生」と言
われる難しいうなぎの調理において優れ
た技術を習得されています。活うなぎの
動きを上手く利用しながら包丁１本で手
早くきれいに開く等、熟練の技で美味し
いうなぎを提供されています。

梅
うめはら

原 初
は つ み

美 さん（68 歳）組ひも工職

手組による組紐作りに精通されており、
複雑な模様や絵柄を熟練の技で組み上げ、
格調高い帯締めに仕上げます。組紐の伝
統と技術の継承に尽力され、令和 3年に
は京くみひもの伝統工芸士の認定を受け
られています。

清
し み ず

水 義
よしゆき

之 さん（62 歳）しょう油製造職

徹底した衛生管理のもと、大釜に直火で熱を
加えるという昔ながらの火入れ作業を行われ
ています。熟練の技で仕上げた醤油は「辛す
ぎず、まろやか」で「香りがいい」とお客様
からも評判です。

原
は ら だ

田 一
か ず お

雄 さん（61 歳）土木・舗装工事職

一級土木施工管理技士の資格を持ち、土木建設
に関する豊富な知識と建設機械を操縦する確か
な技術を有し、災害現場等での復旧作業に対応
されています。現場のリーダーとして工事を統
括するとともに後進の育成にも尽力されていま
す。

玉
た ま い

井 康
やすのり

義 さん（60 歳）土木・舗装工事職

一級土木施工管理技士の資格を持ち、京都府南
部地域豪雨災害では、機械・人・資材を速やか
に手配するとともに、現場においては、重機を
操縦して復旧活動に従事される等、地域インフ
ラを支える担い手として災害対応等に尽力され
ています。

にしいけ

池 泰
やすひこ

彦 さん（60 歳）製茶工職

手摘みした茶を蒸して乾燥させ抹茶等の原料
となる碾茶に仕上げていく工程において卓越
した技術を有されています。全国茶品評会で
2等を受賞されるなど、品評会にもたびたび
出品され優秀な成績を残されています。

鎧
よろいづか

塚  隆
たかし

 さん（62 歳）造園工職

剪定と石張りに卓越した技術を有し、年数と
共に育つ庭の施工を得意とされています。将
来をイメージして手入れを重ねる庭は、木々
の成長とともに変化を楽しむことが出来、顧
客からも高い評価を得られています。
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。

8
職
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10
人
に
決
定

表紙の説明

9 月下旬から 10 月中旬までに行わ
れたイベントや催しなどを写真でお
伝えします。

04	�「宇治のお店おうえん
クーポン」（プレミアム
付デジタルクーポン）
皆さんのご意見を募集
します

05	�あなたも『ながら』防犯
で、地域の安全を見守
りませんか

06	�市職員の給与等をお知
らせします

INDEX［もくじ］
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宇治市政だより
［ 毎月1日・15日発行 ］

宇治フォト
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01 10 月 15 日、府立宇治公園 
中の島で「源氏ろまん 2022
宇治田楽まつり」が 3 年振り
に観客の前で、屋外では初め
て昼間に開催されました。

02 10 月 2 日、秋の恒例行事「宇
治茶まつり」が開催されまし
た。右上写真は宇治橋三の間
で行われた「名水汲み上げの
儀」。水は上流の興聖寺に運ば
れ （ 左下写真 ）、御献茶式で「茶
壺口切りの儀」などが行われま
した。

03 10 月 17 日、市 役 所 1 階 市
民交流ロビーで『ながら』防
犯 スタート式を開 催し、松
村市長と前田宇治警察署長
が「『ながら』防犯活動推進
うじ宣言 」に署名しました。 
※『ながら』防犯について詳
しくは 5 ページに掲載。

02

数 前月比

世帯数 85,214世帯 -17世帯

人
口

総数 182,488人 -173人

男性 88,110人 -117人

女性 94,378人 -56人

市の人口 [令和4年10月1日現在 ]
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買い物を便利に！買い物を便利に！
そしてそして 新たな地域のつながりの場に 新たな地域のつながりの場に

やまびこ～紫ヶ丘を住みやすくする会～

移動スーパーが週2回・地域内の2カ所で利用出来る
ようになりました。遠くのスーパーに行けなくなって
も、移動スーパーは自分の目で見て、選んで買える喜
びに加え、人と出会い、話しが出来る「つながりの場」
にもなっています。駐車スペースの利用については、
住民の方に協力を得ています。
これからも、「住んでいてよかった！」と
思える地域を、皆さんと目指していきます。

# 6 このコーナーでは、宇治に縁のある人・団体等の一所懸命を紹介します。
みんなで宇治をもっと素敵な街に！　
問◎コーナーについて…秘書広報課（ 20-8704）
　◎�事業について…長寿生きがい課（ 22-3141〈代表〉内線 2348）

　紫ヶ丘（槇島町南落合・小倉町新田島）は、ご近所のつながりや絆
も強く、「買い物には不便だけど、いい地域」と言われています。
　「やまびこ～紫ヶ丘を住みやすくする会～」は、地域の困りごとにつ
いて考える「場」です。「買い物を少しでも便利にしたい！」という思
いがきっかけで始まり、地域住民の有志を中心として、生活支援コー
ディネーター、地域包括支援センター、市長寿生きがい課が毎月集まっ
ています。

「宇治のお店おうえんクーポン」（プレミアム付デジタルクーポン）を販売します
問産業振興課（ 39-9621）

《販売・使用期間》�12月 1日（木）～2月 28日（火）
《販売額》1 冊 5 千円（500 円× 14 枚〈利用金額 7 千円分〉）
《購入可能冊数》1人4 冊まで（先着順）　《販売冊数》5万冊
《使用方法》お持ちのスマートフォンで店頭のＱＲコードを読

み取り、使用枚数を選択して決済
※�購入方法・使用方法の詳細は市ホームページを確認してください。

市ホームページはこちら▶︎

《取扱店舗》市内に店舗がある飲食店、小売店等
（大型店・チェーン店・フランチャイズ店とスーパー・コンビニを除く。ただし、単一
店舗のみを経営する小規模スーパーは対象）

●取扱店舗を募集中！
同クーポンを利用出来る取扱店舗を 11月 11日（金）から募

集しています。操作も簡単、設備投資不要で気軽に始められます。
※前回 (4年1月5日～5月15日実施) 登録いただいている取扱店舗には、「宇治
のお店おうえんクーポン事業参加回答書」を別途お送りしています。
※�登録方法等の詳細は市ホームページを確認してください。

皆さんのご意見を募集します！	
（仮称）宇治市太陽光発電設備の適正な設置に関する条例（初案）

問歴史まちづくり推進課（ 20-8918）
太陽光発電設備の適正な設置に関して必要な事項を定め、防災や景観と再生可能エネルギーの利用促進とのバランスを図り、

市民の生活環境の保全に寄与するため「（仮称）宇治市太陽光発電設備の適正な設置に関する条例（初案）」を作成しましたので、
皆さんの意見を募集します。

《募集期間》�11月 22日（火）～12月 21日（水）
《対象者》次のいずれかに該当する人
◎市内在住・在勤・在学の人
◎本市に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他団体
◎本市に対して納税義務を有する個人及び法人
◎上記対象者のほか、本条例（初案）に利害関係を有する人

《意見の提出》書面に、氏名・住所・意見を記入し、郵送・
ファクス・E メールか同課窓口、または主な公共施設に設置す
る「市民の声投書箱」へ。
　ご意見に対する個別の回答はしませんが、ご意見の概要とそ
れらに対する考え方をまとめ、後日公表します。
《資料の閲覧》条例（初案）及び所定の様式は、同課や市役所
1 階行政資料コーナー、主な公共施設の他、市ホームページで
閲覧出来ます。

◦�後遺症に関すること
■きょうと新型コロナ後遺症相談ダイヤル
　 075-414-5338　《受付時間》365 日 24 時間

◆ ワクチンに関する問い合わせ
◦�市新型コロナワクチン接種コールセンター�  

0570-085-567（聴覚障害等で電話での問い合わせが困難な
場合は、 FAX 39-9418　 corona@city.uji.kyoto.jp） 
《受付時間》午前 9 時～午後 5 時（土・日曜日、祝日を除く） 
《相談内容》ワクチン接種の予約に関することや接種券の紛失等 
※メールやファクスでの問い合わせは、時間差が生じる可能性
があります。

本誌「広報うじ」に掲載している情報は11月1日時点の情報です。
新型コロナワクチン接種券等を段階的に対象者へお送りしています。

  新型コロナウイルス感染症の相談窓口 ※�各種支援策をとりまとめた「しおり」を窓口等で配布、ホームページから印刷も出来ます。

◆ 発熱等の症状のある人の相談
まずかかりつけ医に電話相談してください。かかりつけ医

を持たない場合や休日・夜間は、きょうと新型コロナ医療相
談センターに相談してください。
◦�きょうと新型コロナ医療相談センター�  

075-414-5487　 FAX 075-414-5990　 
coronasoudan@pref. kyoto.lg.jp

　《受付時間》365 日 24 時間�  
　※メールやファクスでの問い合わせは、時間差が生じる可
　能性があります。

接種はお済みですか？

さまざまな人権について考えてみませんか
問人権啓発課（ 20-8725）

2022 ひゅうまんフェスタうじ2022ひゅうまんフェスタうじ
時12 月 18 日（日）午前 10 時～午後 4 時
所生涯学習センター
定先200 人
内《午前の部》午前 10 時 10 分～（開場は午前 9 時 50 分）◎和太鼓「蛍」の演奏◎アニメ映
画上映「パウ・パトロール　ザ・ムービー」( 日本語吹替 / 字幕あり )
《午後の部》午後 1 時半～（開場は午後 1 時 10 分）◎市内中学生による人権作文の朗読（予定）
◎アニメ映画上映「パウ・パトロール　ザ・ムービー」( 日本語吹替 / 字幕あり )
《正午～午後 2時》◎小中学生が描いた人権擁護啓発ポスターの展示◎お持ち帰り市
申映画上映会には、入場整理券が必要。入場整理券は 11 月 25 日 ( 金 ) 午前 9 時から、人権啓発課・
河原青少年センター（11 月 26 日〈土〉は臨時休館日）・大久保青少年センターで配布します。一人
4 枚まで。無くなり次第終了。

©2021 Paramount Pictures. 
All rights reserved.

12 月 4日～ 10日は人権週間12月 4日～ 10日は人権週間
●人権啓発パネル展
時12 月 5 日（月）～ 9 日（金）
所市役所１階市民交流ロビー
内小・中学生が描いた人権擁護啓発ポスター等
●啓発ビデオの貸し出し
　職場や地域、学校、家庭での学習材料として啓発ビデオ、
ＤＶＤの無料貸し出しを生涯学習センターで行っています。

●じんけんビデオ上映会
時12 月 7 日（水）午前 10 時～正午
所市役所 8 階大会議室
定先30 人
内「あなたに伝えたいこと」他、2 作品。申込不要・自由入
退場、上映作品は字幕付き。

あなたも『ながら』防犯で、地域や子どもの安全を見守りませんかあなたも『ながら』防犯で、地域や子どもの安全を見守りませんか
問総務課（ 20-8700）

　『ながら』防犯とは日常の生活を普段通りに送りながら、防犯の視点を持って地域や子どもを見守る活動です。不審な人や�
あやしい行動を見かけたら、近くの警察署などに連絡してください。
◎宇治警察署　 0774-21-0110　緊急の場合は迷わず【110番】通報を！

「できる人が、できるときに、できることから」「できる人が、できるときに、できることから」
『ながら』防犯パトロール LINE へのご登録を！
● 登録した人に防犯に関連する情報を配信！
● 啓発物品をお渡しします！ 詳しくはこちら▶

散歩しながら

水やりしながら

コロナの影響
原油高物価高騰 市内小規模事業者等

を支援！
市内店舗で使えます

生活支援コーディネーター
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https://www.city.uji.kyoto.jp/site/ujinext/30276.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/65/58180.html
mailto:coronasoudan@pref.kyoto.lg.jp
mailto:corona@city.uji.kyoto.jp


宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33） ※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）
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等
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ま
す
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こ
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タ
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募
集（
新
規
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子
ど
も
の
預
か
り
や
送
迎
な
ど
の
子
育
て
等

の
お
手
伝
い
が
出
来
る
人（
援
助
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募
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し
て
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ま
す
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次
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救
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習
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情
報
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受
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必
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で
す
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時
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火
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付

け
は
午
前
9
時
20
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～
）　
所
中
宇
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宇
治
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対
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・
E
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ル
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同
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5

時
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ふ
れ
あ
い
学
習
会

　
不
登
校
等
で
悩
む
保
護
者
、
教
育
関
係
者
、

市
民
が
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考

え
、
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
い
、
子
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し
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接
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学
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す
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生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
定
抽
100

人　
講
伊
藤
美
奈
子
さ
ん（
奈
良
女
子
大
学
教

授
、
臨
床
心
理
相
談
セ
ン
タ
ー
長
）　
他
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
講
演
中
止

と
な
っ
た
場
合
は
、
動
画
配
信
と
し
、
動
画
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
為
のU

RL

等
を
送
付
し
ま
す
。　

申
講
演
名
・
参
加
者
代
表
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

参
加
人
数
・
住
所
・
電
話
番
号
か
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
、
11
月
16
日（
水
）～
12
月
9
日（
金
）（
必

着
）に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル（
件
名

に「
ふ
れ
あ
い
学
習
会
」）で
、
教
育

支
援
課（
FAX
21
・
0
4
0
0　

kyoikushienka@
city.uji.kyoto.

jp

）へ
。

健
康
・
福
祉

健
康
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
無
料
講
座

《
共
通
》講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
・
年
齢
を
、
11
月
15
日（
火
）～
25
日

（
金
）（
必
着
）に
、
郵
送
・
E
メ
ー
ル（
件
名
に

講
座
名
）か
健
康
づ
く
り
推
進
課
窓
口（

kenkou-oubo@
city.uji.kyoto.jp

）
へ
。

※
最
少
催
行
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

	●�

管
理
栄
養
士
か
ら
学
ぶ
　
65
か
ら
の
本

格
栄
養
講
座

　
食
生
活
を
中
心
に
、
日
々
の
健
康
を
保
つ
秘

訣
を
お
伝
え
し
ま
す
。

時
12
月
7
日（
水
）午
後
1
時

45
分
～
3
時　
所
広
野
公
民

館　
対
６５
歳
以
上
の
宇
治
市

民　

定
抽
15
人　

内
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講

話
、
適
塩
食
の
試
食

	●�

プ
ロ
か
ら
学
ぶ
　
65
か
ら
の
本
格
筋
ト

レ
～
応
用
編
～

　
運
動
講
師
が
、
短
時
間
で
よ
り
効
率
よ
く
筋

肉
を
育
て
る
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

時
12
月
19
日（
月
）午
前
9
時
45
分
～
11
時
15
分　

所
う
じ
安
心
館　
対
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指

示
を
受
け
て
い
な
い
６５
歳
以
上
の
宇
治
市
民
。

※
疾
患
等
に
よ
り
治
療
中
の
人
は
、
医
師
に
相

談
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。　
定
抽
15
人　

内
フ
レ
イ
ル
予
防
の
話
、
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果

的
な
運
動
実
技

男
性
の
ス
ト
レ
ス
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　
男
性
の
４０
歳
代
～
６０
歳
代
の
自
殺
は
国
全
体

で
３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
男
性
に
向
け

た
自
殺
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
ス
ト
レ
ス

管
理
の
方
法
や
心
の
相
談
窓
口
等
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

時
12
月
3
日（
土
）午
前
9
時
半
～
11
時
半　
所

産
業
会
館　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

定
抽
30
人　
講
濱
田
智
崇
さ
ん（
京
都
橘
大
学

准
教
授
）　
申
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、

11
月
15
日（
火
）～
30
日（
水
）（
必
着
）に
、
郵

送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
地
域
福

祉
課（
FAX
21
・
0
4
0
7　

chiikifukushi

@city.uji.kyoto.jp

）へ
。

講
演
会「
落
語
で
楽
し
く
学
ぼ
う
」

～
も
し
も
の
時
に
備
え
て
在
宅
医
療
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～

時
12
月
17
日（
土
）午
後
1
時
～
3
時（
開
場
は

正
午
）　
所
文
化
パ
ル
ク
城
陽　
対
宇
治
市
・

城
陽
市
・
久
御
山
町
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人　
定
抽
150
人　
講
生
島
清
身
さ
ん（
行
政
書

士
、
社
会
人
落
語
家「
天
神
亭 

き
よ
美
」）　
申

代
表
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、
参
加
希

望
者
全
員
の
氏
名
を
、
11
月
15
日（
火
）～
30
日

（
水
）（
必
着
）に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
宇
治

久
世
医
療
介
護
連
携
セ
ン
タ
ー（

24
・

1
7
1
1　
FAX
24
・
8
7
6
1
）へ
。

い
け
ば
な
療
法
セ
ミ
ナ
ー

　
認
知
症
高
齢
者
や
認
知
症
予
防
の
た
め
の
非

薬
物
療
法
と
し
て
、
生
け
花
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。
身
近
で
親
し
み
や
す
く
、
花
の
色

や
香
り
、
感
触
な
ど
五
感
を
刺
激
し
、
脳
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

時
12
月
18
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　
所

総
合
福
祉
会
館　
定
先
20
人　
講
浅
井
清
美
さ

ん（
生
け
花
療
法
士
）　
￥
千
円（
花
代
含
む
）　

申
講
座
名
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
、
12
月
1
日（
木
）～
15
日

（
木
）（
必
着
）に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
花
和

商
店
の
石
井
さ
ん（

24
・
5
0
7
1　

FAX

22
・
3
9
8
7
）へ
。　
問
社
会
福
祉
協
議
会

（

22
・
5
6
5
0
）

特
別
障
害
給
付
金
制
度

　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年
金
、
障
害

共
済
年
金
を
受
給
出
来
な
い
障
害
者
の
人
が
対

象
で
す
。
６５
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
に
請

求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
◎
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年
金
任
意
加

入
対
象
で
あ
っ
た
学
生
◎
昭
和
61
年
３
月
以
前

に
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
厚
生
年

金
保
険
、
共
済
組
合
等
の
加
入
者
の
配
偶
者

※
前
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
当
時
、
任
意

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
障
害
の
原
因

と
な
っ
た
傷
病
の「
初
診
日
」が
あ
り
、
日
本
年

金
機
構
の
審
査
に
よ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年

金
の
１
・
２
級
相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
と

認
定
さ
れ
た
人　
《
支
給
額（
4
年
度
）》◎
1
級

＝
月
額
5
万
2
3
0
0
円
◎
2
級
＝
月
額
4

万
1
8
4
0
円
※
請
求
書
を
受
け
付
け
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
所
得
額
に
よ
る
支
給
制
限
や
、
老
齢
年

金
な
ど
公
的
年
金
受
給
に
よ
る
支
給
調
整
が
あ

り
ま
す
。　
問
◎
年
金
の
加
入
記
録
や
保
険
料

の
納
付
状
況
に
つ
い
て
＝
京
都
南
年
金
事
務
所

（

075
・
644
・
1
1
6
5
）◎
請
求
手
続
き
に
つ

い
て
＝
年
金
医
療
課

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
発
行

　
65
歳
以
上
で
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を

受
け
て
お
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人
が
、
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
場
合
、「
障
害
者
ま
た
は
特
別
障
害
者
に
準

ず
る
者
」と
し
て
、
税
の
申
告
手
続
き
に
よ
り
、

所
得
税
と
市
・
府
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
市
は
申
告
手
続
き
に
必

要
な
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

《
判
断
基
準
》

障
害
者

特
別
障
害
者

◎
知
的
障
害
者
（
軽
度
・

中
度
）
に
準
ず
る
人
＝

認
知
症
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
が
、「
Ⅱ
ａ
」

「
Ⅱ
ｂ
」
の
人

◎
身
体
障
害
者
（
３
～

６
級
）
に
準
ず
る
人
＝

障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
が
、「
Ａ1
」

「
Ａ2
」
の
人

◎
知
的
障
害
者
（
重
度
）

に
準
ず
る
人
＝
認
知
症

高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
が
、「
Ⅲ
」
以
上
の

人◎
身
体
障
害
者
（
１
・

２
級
）
に
準
ず
る
人
＝

障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
が
、「
Ｂ
」
以

上
の
人

申
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
印
刷
の
上

郵
送
す
る
か
、
長
寿
生
き
が
い
課
窓
口
へ
。
後

日
、
該
当
者
に
認
定
書
を
送
付
し
ま
す
。

税・年
金・保
険

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

（
要
事
前
申
込
）

時
12
月
9
日（
金
）・
23
日（
金
）、
1
月
13
日

（
金
）・
20
日（
金
）の
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11

時
と
午
後
2
時
～
3
時　
所
宇
治
税
務
署　
定

先
各
20
人　
申
各
開
催
日
前
日
の
午
後
5
時
ま

●職員給与費の状況（令和3年度普通会計決算見込み）
職員数(a) 1,257人
給与費(b) 8,484,821千円

一人当たりの給与費(b) ／ (a) 6,750千円
【注】職員数は令和3年4月1日現在の人数（水道事業会計職
員等除く）
●ラスパイレス指数（※１）の状況（各年４月１日現在）

年 宇治市 類似団体（※２）
平均 全国市平均

令和3年 101.4 100.0 98.8
令和2年 101.6 100.1 98.9

【注】�令和3年の地域手当補正後ラスパイレス指数も101.4
（※１）�地方公共団体の職員構成が、国と同じであると仮定し

た場合に、国の給料額を100として求められる数値
（※2）�人口規模、産業構造が類似している団体

●職員数の推移（各年4月1日現在）
年 31年 令和2年 3年 4年

職員数 1,423人 1,424人 1,414人 1,422人

　市の人事・給与制度の概況は、「市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市ホームページで
確認出来ます。なお、市政だよりに掲載している内容は市ホームページの一部を抜粋しています。

市職員の給与等を市職員の給与等を
お知らせしますお知らせします

　市職員の給与は地方公務員法第 24 条の規定により、生計費、国及び他の
地方公共団体の職員及び民間事業従事者の給与、その他の事情を考慮して、
市議会の議決を経て定められます。　問人事課（ 20-8703）

●職員の平均年齢、平均給料月額、初任給
区分 平均年齢 平均給料月額 初任給

一般行政職 40.9歳 323,014円 大学卒：191,000円
高校卒：162,000円

（※）�平成30年４月1日～当分の間、市長の給料を10%減額、副
市長の給料を8%減額、教育長の給料を7%減額としてい
ます。

●特別職等の給料（報酬）など
区分 給料月額など（減額後※） 期末手当

市　長
副市長
教育長

967,500円
823,400円
730,050円

3.25月
議　長
副議長
議　員

635,000円
585,000円
535,000円

▲�申込用メール
アドレス

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

高
齢
者

こ
ど
も

こ
ど
も

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

太
閤
宇
治
川
大
茶
会

太
閤
宇
治
川
大
茶
会

　
屋
外
ス
ペ
ー
ス
に
茶
道
と
煎
茶
道
の
様
々
な

流
派
に
よ
る
茶
席
を
設
置
し
ま
す
。
こ
だ
わ
り

の
抹
茶
・
玉
露
を
使
用
し
た
茶
席
を
、
気
軽
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
料
金
等
、
詳
し
く
は
茶
業

会
議
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

時
11
月
26
日（
土
）午
前
11
時
～
午
後
3
時
45

分　

所
お
茶
と
宇

治
の
ま
ち
歴
史
公

園 

茶
づ
な　
問
茶

業
会
議
所（

23
・

7
7
1
3
）

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

こ
ど
も

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

7 6

記号の説明

https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/54/5775.html
mailto:famisapo@ujifukushien.or.jp
mailto:kyoikushienka@city.uji.kyoto.jp
http://mail-to.link/m7/9il5mg
mailto:chiikifukushi@city.uji.kyoto.jp


で
に
、
電
話
で
、
宇
治
税
務
署（

44
・

4
4
5
2
）へ
。

生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ

中
央
公
民
館

問
同
館（

３９
・
９２５８



）

子
ど
も
の
遊
び
場「
わ
く
わ
く
ク
ラ
フ
ト
」

　
親
子
で
季
節
の
ク
ラ
フ
ト
作

品
を
廃
材
等
で
作
り
ま
す
。

時
12
月
10
日（
土
）◎
午
前
9
時

半
～
◎
午
前
10
時
半
～　
対
市

内
在
住
の
幼
児
・
小
学
生（
低
学
年
以
下
は
要

保
護
者
同
伴
）　
定
先
各
12
人　
講
キ
ッ
ズ
ひ

ま
わ
り　
申
11
月
16
日（
水
）～
12
月
9
日（
金
）

に
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

木
幡
公
民
館

問
同
館（

３９
・
９１９３



）

親
と
子
の
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
木
幡

倶
楽
部
事
業

　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

時
12
月
10
日（
土
）午
前
10
時
半
～
正
午　
対
小

学
生
ま
で
の
子
と
保
護
者　
定
先
12
人　
講
渡

邉
寿
美
子
さ
ん（
地
球
っ
子
広
場
・
き
ょ
う
代

表
）　
￥
子
ど
も
1
人
に
つ
き
３００
円　
申
11
月
16

日（
水
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば（
申
込
不
要
）

時
所
◎
11
月
19
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
＝
黄

檗
体
育
館
◎
25
日（
金
）午
後
7
時
半
～
9
時
＝

黄
檗
体
育
館
◎
26
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
＝

西
宇
治
体
育
館　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人　
内
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
等　
他
保

育（
あ
さ
の
ひ
ろ
ば
の
み
。
就
学
前
ま
で
）希
望

者
は
実
施
日
の
8
日
前
ま
で
に
電
話
で
、
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。　
持
運
動
出
来
る
服
装
、
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ　
問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

生
涯
学
習
課

問
同
課（

20
・
8
7
5
8　

FAX
39
・

9
5
0
1 

shogaigakushuka@
city.uji.

kyoto.jp

）

	●
ひ
ろ
げ
よ
う
絵
本
の
世
界

《
１
・
２
部
共
通
》所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
申
氏
名
・
ふ

り
が
な
・
住
所
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
、
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
の
有
無
を
、
11
月
17
日

（
木
）～
30
日（
水
）（
必
着
）に
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
同
課
窓
口
へ
。

◎�

1
部
＝
講
演「
絵
本
を
与
え
る
本
当
の

意
味
と
は
～
先
祖
の
願
い 

作
者
の
願
い  

読
み
手
の
願
い
～
」

　
絵
本
の
あ
る
生
活
の
大
切
さ
を
話
し
ま
す
。

時
12
月
11
日（
日
）午
後
1
時
半
～
3
時　
定
先

100
人　
講
岩
城
敏
之
さ
ん（
キ
ッ
ズ
い
わ
き
・

ぱ
ふ
）

◎
2
部
＝
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

時
12
月
11
日（
日
）午
後
3
時
10
分
～
3
時
45
分　

定
先
50
人　
講
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

	●
青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動

　
市
内
の
青
少
年
団
体
や
青
少
年
健
全
育
成
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
清
掃

作
業
や
美
化
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

時
11
月
27
日（
日
）午
前
9
時
～
10
時
半（
雨
天

中
止
）　
所
府
立
宇
治
公
園
塔
の
島　
持
軍
手
、

ご
み
を
入
れ
る
袋（
透
明
）

1
5
2
6
・
6
0
4
2
）

コース とき・内容 講師

歴史コース
「近世Ⅺ
徳川の世③」

12/10（土）、江戸幕府の上
方における統治のしかた～
８代将軍吉宗の享保改革を
中心に～

小倉 崇さん（関西大学
教授）

1/14（土）、京都天明の
大火～火災と戦う都市民～

下坂 守さん（国立京
都博物館名誉館員）

宇治学コース
「宇治、ゆかりと
えにし」

12/17（土）、『源氏物語』
宇治十帖に登場する植物を
探る

松谷 茂さん（京都府
立大学客員教授・京都
府立植物園名誉園長）

1/28（土） 、治承・寿永内
乱における宇治川合戦

野口 実さん（京都女
子大学名誉教授）

	●�

サ
ー
ク
ル
・
地
域
活
動
の
た
め
の

超
簡
単
チ
ラ
シ
作
り（
動
画
）

　
文
章
編
と
デ
ザ
イ
ン
編
に
分
け
て
、
チ
ラ
シ

作
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
動
画
で
紹
介
し
ま
す
。

安
全
・
安
心

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
詳
し
く
は（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
の
ホ
ー

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45
‐
14

39
・
9
5
0
0
FAX
39
・
9
5
0
1

shogaigakushu@
city.uji.kyoto.jp

	●�

は
じ
め
よ
う
！
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

～「
地
域
、
学
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」で

集
う
★
つ
な
が
る
安
心
～

《
共
通
》対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定

先
各
30
人　
申
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
参

加
希
望
日
を
、
11
月
16
日（
水
）午
前
9
時
～
29

日（
火
）（
必
着
）に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

◎
愛
、
暮
ら
し
の
中
の
宗
教
～
仏
教
の
死
生
観
～　

時
12
月
2
日（
金
） 

午
後
2
時
～
4
時　
講
鍋

島
直
樹
さ
ん（
龍
谷
大
学
教
授
）

◎
豊
か
な
時
間
の
過
ご
し
方
ヒ
ン
ト

時
12
月
23
日（
金
）午
後
2
時
～
4
時　
講
松
倉

健
三
さ
ん（
市
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
タ
ー
）・
折
尾

久
美
さ
ん

	●�

ミ
ニ
講
習
会「
折
り
紙
で
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
と
干
支
の
う
さ
ぎ
を
折
ろ
う
」

《
共
通
》定
先
各
24
人
※
両
方
参
加
可　
講
松
井

佳
容
子
さ
ん（
日
本
折
紙
協
会
）　
￥
各
100
円　

持
ハ
サ
ミ
、
の
り
、
も
の
さ
し
、
筆
記
用
具　

申
11
月
16
日（
水
）午
前
9
時
～
12
月
2
日（
金
）

に
、
電
話
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

◎
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

時
12
月
21
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

◎
干
支
の
う
さ
ぎ
作
り

時
12
月
21
日（
水
）午
後
1
時
～
3
時

	●
宇
治
市
民
大
学 
後
期
講
座 

受
講
生
募
集

時
内
表
の
と
お
り
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11

時
半　
定
先
各
コ
ー
ス
200
人　
￥
各
回
700
円　

問
同
大
学
事
務
局
藤
井
さ
ん（

080
・

１１
月
２５
日
～
１２
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間

問
総
務
課

	●
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
本（
ホ
ン
）で
支
援
の
輪（
リ
ン
グ
）が
広

が
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
願
い
を
込
め
、
寄
贈

さ
れ
た
本
の
売
却
代
金
を
、

N
P
O

法
人
全

国
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
寄
付
し
、
犯

罪
被
害
に
遭
っ
た
人
へ
の
支
援
活
動
に
役
立
て

ま
す
。

《
募
集
期
間
》１１
月
２１
日（
月
）～

１２
月
２
日（
金
）　
《
募
集
対
象
》

Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
コ
ー
ド
が
つ
い
た

本
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
※
百
科
事

典
、
コ
ン
ビ
ニ
コ
ミ
ッ
ク
、
漫

画
・
一
般
雑
誌
、
個
人
出
版
物
は
不
可《
受
付

場
所
》総
務
課
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
ゆ
め
り
あ 

う
じ
、
総
合
福
祉
会
館
に
設
置
の
回
収
箱

	●
犯
罪
被
害
者
支
援
講
演
会

時
１１
月
２９
日（
火
）午
後
２
時
～
３
時
半　
所
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
定
先
100
人　
講
西
口
久
恵

さ
ん人

権
・
平
和

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
こ
は
た
館

問
同
館（
〒
611
・
0
0
0
2　
木
幡
河
原
3
-12　

39
・
9
1
9
9　

FAX
39
・
9
2
0
0　

jinkenkeihatsu@
city.uji.kyoto.jp

）

	●
健
や
か
か
ら
だ
講
座

　
正
し
い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
や
生
活

　
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」で
注
目
さ
れ

て
い
る
平
安
末
～
鎌
倉
時
代
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
ま
す
。

時
12
月
11
日（
日
）午
後
2
時
～
3
時
半（
受
け

付
け
は
午
後
1
時
半
）　
所
お
茶
と
宇
治
の
ま

ち
歴
史
公
園 

茶
づ
な　
定
先
60
人　
講
木
村

英
一
さ
ん（
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
）　
申
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）を
、
11
月
21
日（
月
）～
12
月

5
日（
月
）に
、
フ
ァ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
観

光
振
興
課（

39
・
9
4
0
8　

FAX
39
・

9
4
0
9　

kankoukouza@
city.uji.

kyoto.jp

）へ
。

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
12
月
8
日（
木
） 

午
後
0
時
15
分
～
0
時
45
分　

所
市
役
所
1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
定
先
40
人　

内M

メ
リ
ー

erry E

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム

uphonium

!　《
出
演
》山
田
育
子

さ
ん
、
志
津
妙
子
さ
ん　
《
曲
目
》サ
ン
タ
が
街

に
や
っ
て
く
る（John Fred Coots

）／
デ
イ

ド
リ
ー
ム
・
ビ
リ
ー
バ
ー（John Stew

art

）ほ

か　
申
11
月
16
日（
水
）～
12
月
6

日（
火
）に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

専
用
フ
ォ
ー
ム
へ
。　
問
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課（

20
・
8
7
2
4
）

市
民
写
真
展

　
一
般
市
民
応
募
者
と
宇
治
写
真
協
会
に
在
籍

の
写
真
ク
ラ
ブ
に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

時
11
月
25
日（
金
）～
27
日（
日
）午
前
9
時
～
午

後
5
時
※
27
日（
日
）は
午
後
4
時
ま
で　
所
産

業
会
館　
問
中
井
正
寛
さ
ん（
宇
治
写
真
協
会

会
長
）
090
・
6
2
0
2
・
4
4
5
8

習
慣
病
を
改
善
す
る
気
功
法
を
学
び
ま
す
。

時
11
月
29
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
20
人　
内
自

重
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ
す（
柔
軟
性
測
定
）　

講
華
学
和
博
さ
ん（
健
康
運
動
指
導
士
）　
持
飲

み
物
、
タ
オ
ル　
申
11
月
16
日（
水
）午
前
9
時

か
ら
、
電
話
で
、
同
館
へ
。

	●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ（
実
習
・
実
食
な
し
）

時
12
月
6
日（
火
）午
前
10
時
半
～
正
午　
対
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
抽
5
人　
内

さ
っ
ぱ
り
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ

の
実
演（
実
習
・
実
食
な
し
）　
講
松
野
陽
さ
ん

（
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
教
授
）　
持
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾　
申
11
月
25
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
同
館
窓
口
へ
。

	●�

子
育
て
世
代
の
た
め
の
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

～
上
手
に
叱
っ
て
楽
し
く
子
育
て
～

　
「
最
近
怒
っ
て
ば
か
り
だ
な
」と
落
ち
込
み
が

ち
な
子
育
て
世
代
向
け
の
、
育
児
が
も
っ
と
楽

し
く
な
る
講
座
で
す
。

時
12
月
19
日（
月
）午
前
10
時
～
正
午　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
8
組（
子
連

れ
可
）　
講
尾
崎
沙
千
さ
ん（
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）　
持
筆
記
用

具　
申
11
月
16
日（
水
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話

で
、
同
館
へ
。

文
化
・
芸
術
・
歴
史

歴
史
文
化
再
発
見
事
業
連
続
講
座

「
鎌
倉
へ
の
道
宇
治
川
が
つ
な
ぐ

時
代
の
流
れ
」

第
９
回「
承
久
の
乱
後
の
朝
廷
と
鎌
倉
幕
府
」

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　
問
同
セ

ン
タ
ー（

075
・
411
・
0
0
9
5
）

危
険
物
取
扱
者
試
験 

予
備
講
習
会

時
1
月
13
日（
金
）午
前
9
時
15
分
～
午
後
4

時
45
分　
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
定
先
24

人　
内
乙
種
第
４
類　
￥
府
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会
員
と
そ
の
従
業
員
、
学
生
＝
５
千

円
◎
そ
の
他
＝
７
千
円　
申
1
月
12
日（
木
）

（
必
着
）ま
で
に
、
郵
送
か
市
防
火
安
全
協
会

事
務
局
窓
口（
〒
６１１
・
００２１


 

宇
治
下
居
１３

–

２ 

予
防
課
内　

３９
・
９４０２



）へ
。
郵

送
の
場
合
は
、
現
金
書
留
で
返
信
封
筒
を
要

同
封
。
申
込
書
類
は
各
消
防
署
に
あ
る
他
、

府
危
険
物
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
も
出
来
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会

　
事
前
に
総
務
省
消
防
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
応
急

手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
」（
約
1

時
間
）の
受
講
が
必
要
で

す
。
同
日
は
実
技
講
習
の

み
を
行
い
ま
す
。

時
12
月
3
日（
土
）◎
午
前
9
時
半
～
10
時
半
◎

午
前
11
時
～
正
午　
所
伊
勢
田
救
急
出
張
所　

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
各
6

人　
内
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会　
持
筆
記
用

具
、
運
動
出
来
る
服
装
、「
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
」の
受
講
証
明
書
を
印
刷
し
た
も
の（
受
講

証
明
書
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
撮
影
し
た
も

の
可
）　
申
11
月
16
日（
水
）か
ら
、

電
話
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
へ
。　
問
警
防
救
急
課

（

39
・
9
4
0
3
）

▲ISBN コードの例

▲�ホームページ

▲�専用フォーム

▲文章編

▲デザイン編▲���専用フォーム

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

税・年
金・

保
険
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は
、
返
信
用
は
が
き
だ
け
で
可
）・
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（

kozam
useum

@city.uji.kyoto.jp

）へ
。
１
枚
の
は
が
き

に
つ
き
１
人
ま
で
。
重
複
申
し
込
み
不
可
。
※

11
月
21
日（
月
）か
ら
臨
時
休
館

歴
史
資
料
館

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
2
6
0
FAX
39
・
9
2
6
1

�

企
画
展　

ち
ょ
っ
と
昔
の
街
と
暮
ら
し

な
つ
か
し
の
電
化
製
品

　
家
庭
に
電
化
製
品
が
広
が
り
、
人
び
と
の
暮

ら
し
が
急
速
に
変
化
し
た
昭
和
30
～
40
年
代
ご

ろ
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。

時
12
月
10
日（
土
）～
2
月
12
日（
日
）午
前
9
時

～
午
後
5
時
※
月
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は

休
館�

文
化
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
3
3
3
FAX
39
・
9
3
3
9

《
①
②
共
通
》《
チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
》文
化
セ
ン
タ
ー
、
観
光
セ
ン
タ
ー
、

観
光
案
内
所（

J
R

宇
治
駅
前
・
近
鉄
大
久
保

駅
構
内
）、
市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

ア
ル
・
プ
ラ
ザ
宇
治
東　

※
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
購
入
出
来
ま
す
。

①�

府
文
化
団
体
等 

活
動
継
続
支
援
事
業

冬
の
宇
治
を
彩
る
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
音
楽
３
選

Ⅰ 「
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
の
愉
し
み
＠U

ji

」

時
1
月
15
日（
日
）午
後
2
時
～
4
時　
《
出
演
》

宇
治
市
在
住
の
小
林
千
恵
さ
ん
を
中
心
に
活
動

す
る
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
Ｔ
ｒ
ｉ
ｏ
遊
羽
穂　
￥
大

人
＝
2
千
円
◎
小
学
生
～
高
校
生
＝
千
円

Ⅱ 

深
見
ま
ど
か
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル「
ヴ
ィ
ル

ト
ォ
ー
ゾ
の
芸
術V

ol.2

」～
伝
説
と
神
秘
～

時
2
月
19
日（
日
）午
後
3
時
～
5
時　
《
出
演
》

深
見
ま
ど
か
さ
ん　
￥
◎
市
内
在
住
の
人
＝
2

千
円
◎
小
中
学
生
＝
無
料
◎
そ
の
他
＝
3
千
円

Ⅲ 

黒
川
侑
・
田
村
響
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

時
2
月
23
日（
木
）午
後
2
時
～
4
時　
《
出
演
》黒

川
侑
さ
ん
・
田
村
響
さ
ん　
￥
大
人
＝
３
千
円

◎
小
学
生
～
高
校
生
＝
２
千
円

②
宇
治
セ
レ
ク
ト
シ
ネ
マ

　
「
大
河
へ
の
道
」

時
12
月
16
日（
金
）◎
午
前
10

時
半
～（
午
前
10
時
開
場
）◎

午
後
2
時
～（
午
後
1
時
半
開

場
）　
￥
◎
前
売
券
＝
800
円
◎

当
日
券
＝
千
円（
全
席
自
由
）

�

③�

レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

時
12
月
10
日（
土
）～
3
月
31
日（
金
）　
対
市
内

在
住
の
18
歳
以
上
の
人
※
12
月
4
日（
日
）研
修

会
要
参
加　
定
先
30
人　
内
コ
ン
サ
ー
ト
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ
り
・
会
場
案

内
な
ど
）　
申
11
月
30
日（
水
）（
必
着
）ま
で
に
、

フ
ァ
ク
ス
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。
同
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も

申
し
込
み
出
来
ま
す
。

産
業・消
費
生
活・求
人

図
書
館

中
央
図
書
館
　
〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

　
　
　
　

  

39
・
9
2
5
6
FAX
39
・
9
2
5
7

図
書
館
お
す
す
め
の
本

御
菓
子
司
聚
洸
の
源
氏
物
語

　
梶 

裕
子
／
著　
福
嶋 
昭
治
／
監
修

　
光
村
推
古
書
院

　
陶
器
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
店
主
が
選
ん
だ
器
に
、

老
舗
４
代
目
が
創
る
和
菓
子
を
載
せ
、
源
氏

物
語
の
内
容
を
各
巻
ご
と
、
あ
ら
す
じ
つ
き
で

紹
介
し
ま
す
。
表
紙
は
、
光
源
氏
が
蓬
の
生

い
茂
る
荒
れ
果
て
た
庭
を
訪
れ
、
末
摘
花
と
の

再
会
を
果
た
す
蓬
生
の
巻
。
蓬
の
庭
を
き
ん

と
ん
で
、
末
摘
花
を

赤
皿
に
見
立
て
ま

す
。
千
年
昔
の
物
語

を
美
し
い
菓
子
で
表

現
す
る
本
で
す
。

１２
月
の
休
館
日

５
日（
月
）・
１２
日（
月
）・
１９
日（
月
）・
２２
日

（
木
）・
２６
日（
月
）・
28
日（
水
）～
1
月
4
日（
水
）

１２
月
お
は
な
し
会

時
所
◎
４
日（
日
）午
後
３
時
半
～
４
時
＝
中
央

図
書
館
◎
１１
日（
日
）午
前
１０

時
半
～
１１
時
＝
東
宇
治
図
書

館
◎
２１
日（
水
）午
後
３
時
半

～
４
時
＝
西
宇
治
図
書
館　

対
幼
児
～　
内
手
あ
そ
び
、

読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
な
ど

１２
月
お
は
な
し
の
へ
や

時
所
◎
３
日（
土
）午
後
３
時
半
～
４
時
＝
西
宇

治
図
書
館
◎
１７
日（
土
）午
後
３
時
半
～
４
時
＝

中
央
図
書
館

中
央
図
書
館

問
同
館（
〒
611
・
0
0
2
3　
折
居
台
１
丁
目

１
番
地　

39
・
9
2
5
6
）

	●
図
書
館
リ
サ
イ
ク
ル
市

　
不
要
に
な
っ
た
図
書
や
雑
誌
等
を
リ
サ
イ
ク

ル
本
と
し
て
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

時
12
月
11
日（
日
）◎
午
前
10
時
～
11
時
◎
午
後

1
時
半
～
2
時
半　
所
中
央
公
民
館　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
図
書
館
の
貸
出
券
を

持
つ
人　
定
抽
各
100
人　
申
往
復
ハ
ガ
キ
に
、

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
図
書
館
貸
出
券
番

号
・「
リ
サ
イ
ク
ル
市
参
加
」・
希
望
時
間
を
書

き
、
11
月
16
日（
水
）～
28
日（
月
）（
消
印
有
効
）

に
、
同
館
へ
。

	●
中
央
図
書
館
の
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。

当
日
は
サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
す
。

時
12
月
23
日（
金
）午
後
3
時
～
3
時
半　
所
中

央
公
民
館　
対
市
内
在
住
・
在
学
の
幼
児
～
小

学
校
低
学
年　
定
先
30
人　
申
11
月
16
日（
水
）

か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

西
宇
治
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
2
2
6
）

《
共
通
》所
西
小
倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
申
11

月
16
日（
水
）か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

	●�

大
人
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
作

「
帯
地
で
つ
く
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」

　

着
物
の
帯
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
か
た

ど
っ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

時
12
月
9
日（
金
）午
後
1
時
半
～
4
時　
対
18

歳
以
上
の
人　
定
先
14
人　
講
エ
コ
・
ポ
ー
ト

長
谷
山
職
員
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
エ
コ
・
フ

レ
ン
ズ
の
皆
さ
ん　
￥
500
円（
材
料
代
）

	●
図
書
館
の
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
真
っ
暗
な
部
屋
の
中
で
絵
が
光
っ
て
浮
か
び

上
が
る
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
や
大
き
な

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
し
ま
す
。
サ
ン
タ

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
て
や
っ
て
き
ま
す
。

時
12
月
13
日（
火
）午
後
3
時
半
～
4
時
15
分　

対
お
お
む
ね
3
歳
～
小
学
生
と
保
護
者　
定
先

25
人

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
東
内
45
‐
26

39
・
9
3
0
0
FAX
39
・
9
3
0
1

連
続
講
座 

源
氏
物
語
繚
乱

―
と
き
・
と
こ
ろ
・
こ
と
の
は
―

第
8
回
鬚
黒
北
の
方
と
浮
舟
の
母

　
鬚
黒
北
の
方
と
浮
舟
の
母
の
言
葉
か
ら
、
痛

切
な
思
い
と
物
語
の
ふ
と
こ
ろ
の
深
さ
を
読
み

解
き
ま
す
。

時
12
月
21
日（
水
）午
後
2
時
～
3
時
半（
受
け

付
け
は
午
後
1
時
半
）　
所
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー　
定
抽
80
人　
講
福
嶋
昭
治
さ
ん（
園
田

学
園
女
子
大
学
名
誉
教
授
）　
￥
600
円　
申「
連

続
講
座
第
8
回
」・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
郵
便

番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、
11
月
30
日（
水
）

ま
で（
必
着
）に
、
往
復
は
が
き（
持
参
の
場
合

合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
す
る
企
業

募
集（
中
小
企
業〈
製
造
業
〉）

　
５
年
３
月
ま
た
は
６
年
３
月
大
学
等
卒
業
予

定
者
・
既
卒
者
を
対
象
と
す
る
企
業
説
明
会
に

参
加
を
希
望
す
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

時
３
月
９
日（
木
）　
所
京
都
産
業
会
館
ホ
ー
ル

（
京
都
市
下
京
区
函
谷
鉾
町
）　
《
募
集
企
業
数
》

１５
～
２０
社（
多
数
の
場
合
抽
選
）　
《
応
募
要
件
》

次
の
全
て
を
満
た
す
企
業
◎
市
内
に
本
店
ま
た

は
支
店
が
あ
る
製
造
業
◎
中
小
企
業
基
本
法
第

２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
企
業
◎
５
年
３
月
ま

た
は
６
年
３
月
大
学
・
大
学
院
・
短
大
・
専
門

学
校
の
卒
業
予
定
者
、
既
卒
者
を
正
社
員
と
し

て
採
用
予
定
◎
文
系
の
み
ま
た
は
文
理
不
問
で

採
用
予
定（
理
系
の
み
は
不
可
）◎
市
内
に
採
用

予
定
者
の
就
業
場
所
あ
り　
￥
無
料（
1
企
業

1
ブ
ー
ス
）　
申
所
定
の
参
加
申
込
書
を
、
１２

月
１４
日（
水
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
か
産
業
振
興
課
窓
口（
〒
６１１
・
００２１


　

宇
治
琵
琶
４５
-１３　
FAX
３９
・
９６２２



）へ
。
専

用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み
も

出
来
ま
す
。
参
加
申
込
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出

来
ま
す
。

サ
ポ
ス
テ
京
都
南
・
職
業
適
性
診
断

＆
個
別
相
談
会

時
①
11
月
21
日（
月
）②
12
月
19
日（
月
）い
ず
れ

も
午
後
1
時
半
～
5
時　
所
産
業
会
館　
対
15

～
49
歳
で
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
人（
学
生
除

く
）や
家
族　
定
各
10
人　
内
職
業
適
性
診
断

と
個
別
相
談
会（
1
人
40
分
程
度
）　
申
①
11
月

19
日（
土
）②
12
月
17
日（
土
）い
ず
れ
も
午
後
5

時
ま
で
に
、
電
話
で
、
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

©2022「⼤河への道」フィルムパートナーズ
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こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

11 10
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大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
2
8
1
）

	●
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
よ
う

時
12
月
10
日（
土
）午
後
1
時
～
2
時
半　
対
幼

児（
保
護
者
要
同
伴
）～
中
学
生　
講
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
研
究
会
宇
治

	●
世
代
間
交
流
し
め
な
わ
づ
く
り

時
12
月
24
日（
土
）午
前
9
時
半
～
11
時
半　
対

市
内
在
住
の
小
～
中
学
生　
定
抽
20
人　
申
11

月
18
日（
金
）～
25
日（
金
）に
、
電
話
で
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
。

絵
手
紙
教
室

　
年
賀
状
や
絵
手
紙
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

時
12
月
10
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午　
所
宇
治

郵
便
局　
対
市
内
在
住
の
人　
講
油
井
真
紀
子

さ
ん（
お
り
ひ
め
大
学
講
師
）　
申
11
月
16
日

（
水
）～
12
月
7
日（
水
）に
、
電
話
で
、
宇
治
郵

便
局
総
務
部（

24
・
4
1
1
2
）へ
。

黄
檗
公
園

問
同
公
園（

39
・
9
2
4
9
）

	●�

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
日

－

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

－

　
１5
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形

式
で
体
験
し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
４
つ
で
景
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す（
数
量
限
定
）。

時
12
月
11
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
3
時
半　
　

持
室
内
用
運
動
靴
、
運
動
出
来
る
服
装
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

	●
こ
ど
も
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

時
1
月
5
日
～
3
月
9
日
の
毎
週
木
曜
日（
2

月
23
日
除
く
）、
午
後
6
時
～
7
時
半
※
雨
天

延
期　
対
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生　
定
先

20
人　
内
初
心
者
向
け
の
テ
ニ
ス
教
室　
￥

8
1
0
0
円　
持
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト（
貸
出
有

り
）　
申
11
月
16
日（
水
）～
12
月
20
日（
火
）に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
へ
。

植
物
公
園

〒
611
・
0
0
3
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐
1

39
・
9
3
8
7
FAX
39
・
9
3
8
8

　
詳
し
く
は
同
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
出

来
ま
す
。
展
示
会
・
講
習
会
等
に
は
入
園
料
が

必
要
で
す
。
毎
週
土
曜
日
は
市
内
の
小
・
中
学

生
の
入
園
は
無
料
で
す
。

11
・
12
月
の
展
示
会

	●
寒
蘭
展

　
日
本
の
伝
統
園
芸
の
一
つ
で
あ
る
寒
蘭
を
展

示
し
ま
す
。
新
品
種
を
含
む
約
130
点
、
席
飾
り

数
点
、
パ
ネ
ル
展
示
、
即
売
も
行
い
ま
す
。

時
11
月
19
日（
土
）・
20（
日
） 

	●
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を

楽
し
め
る
展
示
を
で
す
。

時
12
月
10
日（
土
）～
27（
火
）

12
月
の
講
習
会

申
１
カ
月
前
か
ら
、
電
話
か
同
園
窓
口
へ
。

	●
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
し
め
縄
飾
り

時
12
月
18
日（
日
）◎
午
前
10
時
～
11
時
半
◎
午
後

1
時
半
～
３
時　
内
園
内
の
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
を

使
っ
た
し
め
縄
作
り　
定
先
各
10
人　
￥
500
円

	●
正
月
飾
り
を
作
っ
て
み
よ
う

時
12
月
25
日（
日
） 

午
前
10
時
～
11
時
半　
内

松
を
使
っ
た
壁
掛
け
の
お
正
月
飾
り
作
り　
定

先
15
人　
￥
1
5
0
0
円

テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・
5
3
8
0
）へ
。

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
12
月
申
し
込
み
の
講
座
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
HPhttp://w

w
w
.jyonan.ac.jp/

）で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。　
問
同
館
・
同
セ
ン
タ
ー（

46
・
0
6
8
8
）

育
成
学
級
指
導
員
、
育
成
学
級
指
導

員
補
助（
ア
ル
バ
イ
ト
）の
募
集

　

定
員
に
達
す
る
ま
で
随
時
募
集
し
ま
す
。　

問
こ
ど
も
福
祉
課

市
立
保
育
所
会
計
年
度
任
用
職
員（
嘱

託
保
育
士
・
嘱
託
パ
ー
ト
保
育
職
員
）

の
募
集

《
共
通
》《
任
用
期
間
》採
用
決
定
日
～
５
年
３
月

３１
日（
更
新
有
り
）　
《
募
集
人
数
》若
干
名　

《
選
考
方
法
》面
接　
申
保
育
支
援
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

	●
嘱
託
保
育
士

《
勤
務
内
容
》フ
リ
ー
業
務
の
保
育　
《
資
格
》保

育
士
資
格　
《
勤
務
地
》市
立
保
育
所　
《
勤
務

日
時
》◎
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時
１５
分（
平
日
の
う
ち
１
日
休
み
）◎
土
曜
日

の
午
前
８
時
半
～
正
午　
《
報
酬（
月
額
）》１７
万

１４７７



円（
他
手
当
あ
り
）

	●
嘱
託
パ
ー
ト
保
育
職
員

《
勤
務
内
容
》正
職
保
育
士
の
勤
務
時
間
外
の
保

育　
《
勤
務
地
》西
小
倉
保
育
所
・
大
久
保
保
育

所
・
北
木
幡
保
育
所　
《
勤
務
日
時
》◎
月
～
金

曜
日
の
午
前
７
時
半
～
９
時
と
午
後
４
時
半
～

６
時
半
の
間
で
指
定
す
る
３
時
間
◎
土
曜
日
の

午
前
７
時
半
～
９
時
と
正
午
～
午
後
６
時
半
の

間
で
指
定
す
る
７
時
間　
《
報
酬（
月
額
）》１０

万
６５８３



円（
他
手
当
有
り
）

※
市
立
保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
職
員（
保
育
職
員
、

調
理
員
、
用
務
員
）も
募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は

保
育
支
援
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

府
山
城
教
育
局
管
内 

小
・
中
学
校　

講
師
登
録
会

時
11
月
18
日（
金
）・
19
日（
土
）　
対
5
年
度
に

府
山
城
教
育
局
管
内
の
小
・
中
学
校
で
講
師

等
を
希
望
す
る
人　

申
電
話
ま
た
は
同
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
み
の
上
、
指
定
の

講
師
登
録
票
ま
た
は
会
計
年
度
任
用
職
員
申

込
書
を
同
局
窓
口
へ
。
講
師
登
録
票
等
は
、

同
局
・
市
教
育
委
員
会
に
あ
る
他
、
同
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出
来
ま
す
。
開

催
期
間
以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。　
問
同

局
学
務
課（

６２
・
０２７４



）

今
始
め
る
こ
と
が
チ
ャ
ン
ス
に
変
わ

る
！
～
女
性
の
働
き
方
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
～

　

社
会
保
険
・
将
来
受
け
取

る
年
金
の
こ
と
、
パ
ー
ト
勤

務
と
正
社
員
勤
務
の
違
い
等

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

時
12
月
14
日（
水
）午
前
10
時

～
11
時
半　

所
ゆ
め
り
あ 

う
じ　

対
女
性　

定
先
20
人　
他
保
育
あ
り（
6
カ
月
～
就
学

前
。
要
申
込
。
先
着
順
）　

申
講
座
名
・
氏

名
・
住
所
・
連
絡
先（
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
等
）、
保
育
希
望
者
は
子
の
名
前（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
を
、
11
月
16
日（
水
）か
ら
、

郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
、

男
女
共
同
参
画
課
窓
口（
〒
611
・
0
0
2
1 

宇

治
里
尻
５
-９　
ゆ
め
り
あ 

う
じ
内　

39
・

見
頃
の
植
物

《
園
内
》宿
根
サ
ル
ビ
ア
類
、
ラ
ベ
ン
ナ
グ
ラ

ス
、
サ
フ
ラ
ン
、
紅
葉　
《
温
室
》ネ
リ
ネ
、
ア

ナ
ナ
ス
類
、
洋
ラ
ン
類

ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
2
0
2
2

　
冬
の
植
物
の
見
ど
こ
ろ
や
ク
リ
ス
マ
ス
や
お

正
月
な
ど
の
祭
事
を
紹
介
し
ま
す
。
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

時
12
月
10
日（
土
）～
5
年
1
月
22
日（
日
）　
￥

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
一
部
は
要
材
料
費　
申

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
要
事
前
申
し
込
み
。
開
催

日
の
1
カ
月
前
か
ら
、
電
話
か
同
園
窓
口
へ
。

住
ま
い・環
境・資
源

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
販
売
会

時
12
月
17
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午（
無
く
な

り
次
第
終
了
）　
所
市
役
所
北
玄
関
前　
￥
５

５００


円
～（
別
途
防
犯
登
録
料
６００
円
）　
問

同
胞
の
家（

20
・
4
0
8
0
）

公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
の
拡
大

　
9
月
30
日
か
ら
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
使
え
る
よ
う

に
な
る
の
は
次
の
地
域
の
一
部
で
す
。
公
共
下

水
道
が
使
え
る
地
域
の
人
は
、
出
来
る
限
り
早

く
接
続
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
東
宇
治
処
理
区
》莵
道
門
前　
《
洛
南
処
理
区
》

宇
治
善
法
、
槇
島
町
三
十
五
、
小
倉
町
春
日
森　

問
下
水
道
管
理
課

9
3
7
7　
FAX
39
・
9
3
7
8　

ouboyu
m
eria@

city.uji.kyoto.jp

）へ
。

催
し

と
も
い
き（
共
生
）フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障

害
者
等
、
様
々
な
人
が
交
流

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

《
共
通
》時
12
月
11
日（
日
）　
所

京
都
文
教
大
学
・
短
期
大
学　

申
11
月
16
日（
水
）か
ら
、
電
話
で
、
京
都
文
教

大
学
・
短
期
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
オ

フ
ィ
ス（

25
・
2
6
3
0
）へ
。

	●
子
ど
も
・
家
族
ブ
ー
ス

時
◎
午
前
10
時
～
午
後
0
時
半
◎
午
後
1
時
半

～
4
時　
定
先
50
組　
内
お
茶
の
淹
れ
方
体

験
、
探
検
ラ
リ
ー
、KASAN

EO

フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
等　
￥
一
部
の
ブ
ー
ス
は
有
料

	●
地
域
防
災
講
座

時
午
前
10
時
～
正
午　
定
先
50
人

	●
認
知
症
と
共
に
生
き
る

時
午
後
1
時
～
2
時
半　
定
先
200
人

男
の
料
理
教
室

時
12
月
11
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
1
時　
所

南
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
対
市
内
在

住
の
成
人
男
性　
定
先
15
人　
内
鴨
ロ
ー
ス
、

出
し
巻
き
玉
子　
講
大
川
裕
司
さ
ん（
魚
屋「
魚

秀
」）　
￥
千
円　
持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
タ
オ
ル　
申
11
月
16
日（
水
）午
前
10
時
か

ら
、
参
加
費
を
添
え
て
、
南
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
窓
口（

39
・
9
1
8
5
）へ
。

▲���ホームページ

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

13 12
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そ
の
他

3
年
ぶ
り
市
民
留
学
生
の
募
集 

友
好
都
市

カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市 

ト
ン
プ
ソ
ン

・
リ
バ
ー
ズ
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

《
応
募
資
格
》市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
30
歳
以
下
の
人
◎
5
年
5
月
1
日
時

点
で
大
学
、
大
学
院
、
専
門
学
校
に
在
籍
ま
た

は
在
籍
見
込
み
◎
5
年
3
月
時
点
で
大
学
、
大

学
院
、
専
門
学
校
を
卒
業
・
修
了（
見
込
み
を

含
む
）後
2
年
以
内
※
自
費
留
学
生
は
年
齢
制

限
な
し　
《
募
集
人
数
》◎
留
学
奨
学
生
＝
2
人

◎
自
費
留
学
生
＝
若
干
名　
《
留
学
期
間
》5
年

5
月
1
日
～
8
月
31
日　
￥
◎
留
学
奨
学
生
＝

授
業
料
・
生
徒
会
費
・
出
願
料
免
除
※
渡
航
費

用
、
滞
在
費
等
は
個
人
負
担
◎
自
費
留
学
生
＝

す
べ
て
の
経
費
は
個
人
負
担　
申
募
集
要
項
を

確
認
の
上
、
必
要
書
類
を
、
11
月
29
日（
火
）ま

で（
必
着
）に
、
郵
送
か
秘
書
広
報
課
窓
口
へ
。

募
集
要
項
等
は
同
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
出
来
ま
す
。

11月16日～1月15日のし尿収集日程 城南衛生管理組合　 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日・祝日を除く）に上記組合へ　

笠取・炭山
11/18、12/12、1/5 炭山（吹越除く） 11/21、12/13、1/6 池尾、炭山（吹越のみ）
11/29、12/20、1/13 笠取、二尾

六地蔵 11/16、12/8・28 六地蔵（ＪＲ以西） 11/25、12/16、1/11 六地蔵（ＪＲ以東）
木　幡 11/16、12/8・28 木幡（ＪＲ以西） 11/25、12/16、1/11 木幡（ＪＲ以東）

五ケ庄

12/7・27 北ノ庄、古川、寺界道、大林、谷前、野添、芝ノ東（ＪＲ以西）、西浦（ＪＲ以西）、新開（JR以西）、平野（ＪＲ以西）、折坂（Ｊ
Ｒ以西）､ 福角（ＪＲ以西）

11/16、12/8・28 壇ノ東 11/25、12/16、1/11 芝ノ東（ＪＲ以東）
11/17、12/9、1/4 日皆田、岡本、上村、一里塚、戸ノ内、瓦塚、梅林
11/24、12/15、1/10 一番割、二番割、三番割、福角（ＪＲ以東）、折坂（ＪＲ以東）、平野（ＪＲ以東）、新開（ＪＲ以東）、西浦（ＪＲ以東）、広岡谷

莵　道
11/21、12/13、1/6 大垣内、荒槇、田中（ＪＲ以東）
11/22、12/14、1/9 西中、東中、段ノ上、大谷、河原、只川、池山、妙見、岡谷、門前、中筋、谷下り（ＪＲ以東）
11/24、12/15、1/10 丸山、田中（ＪＲ以西）、谷下り（ＪＲ以西）、出口、藪里、車田、平町（京滋バイパス以南）、森本、西隼上り、東隼上り

宇　治・
白　川・
志津川　

11/22、12/14、1/9 志津川 11/21、12/13、1/6 東内、又振、紅斉、山田、乙方、山本

12/2・23 白川、金井戸、蛇塚 12/5・24 野神、大谷（権現町除く）、蔭山、御廟、半白、
樋ノ尻

12/6・26 壱番、弐番、天神、池森、米阪、矢落、若森、宇文字、戸ノ内
12/7・27 琵琶、善法、東山、大谷（権現町のみ）、下居、里尻（ＪＲ以北）、小桜
11/16、12/8・28 妙楽、里尻（ＪＲ以南）、蓮華、塔川

神　明・
開　町・
羽拍子町

11/24、12/15、1/10 宮北（63 ～ 70番地）、開町 11/30、12/21、1/14 宮東、宮西、羽拍子町
12/1・22 宮北（63 ～ 70番地を除く）、石塚

広野町

11/21、12/13、1/6 茶屋裏、寺山（ＪＲ以西）、西裏、東裏（ＪＲ以西）、桐生谷（ＪＲ以西）
11/24、12/15、1/10 一里山、桐生谷（ＪＲ以東）、東裏（ＪＲ以東） 11/22、12/14、1/9 寺山（ＪＲ以東）、尖山、宮谷
11/25、12/16、1/11 大開 11/28、12/19、1/12 小根尾、風呂垣外
11/29、12/20、1/13 丸山、中島

大久保町 11/21、12/13、1/6 大久保町（｢久保（ＪＲ以東）｣除く） 11/22、12/14、1/9 久保（ＪＲ以東）

槇島町

11/17、12/9、1/4 清水、千足、三十五 11/18、12/12、1/5 二十四、十八、十六、目川、本屋敷、十一、
落合、西鴫沢

11/21、12/13、1/6 中川原、一ノ坪、吹前、石橋、大町、郡、島前、五才田、一町田、月夜、外
11/22、12/14、1/9 南落合、大川原 12/7・27 薗場
11/16、12/8・28 大幡、北内、門口、幡貫

小倉町
11/22、12/14、1/9 新田島、春日森、蓮池、堀池 11/24、12/15、1/10 南浦、南堀池、西浦、神楽田（近鉄以西）
11/25、12/16、1/11 老ノ木、寺内、天王、久保 11/29、12/20、1/13 山際、神楽田（近鉄以東）、西山
12/2・23 東山、西畑、中畑、奥畑

伊勢田町・
安田町

11/22、12/14、1/9 中遊田、西遊田、安田町 11/29、12/20、1/13 北山、若林、大谷
11/28、12/19、1/12 遊田、砂田、浮面、中ノ田、毛語、井尻、名木、中荒、新中ノ荒、ウトロ、南山
11/30、12/21、1/14 中山

納期限
12月の行事予定等 納期限

●11月30日	 介護保険料第6期納期限
		  後期高齢者医療保険料第5期納期限
		  国民健康保険料第6期納期限
	

●23日	 市立幼稚園・小学校・中学校　第2学期終業式

審
議
会
等
の
傍
聴

　
関
連
資
料
は
当
日
、
市
役
所
1
階
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
出
来
ま
す
。

（
仮
）未
来
に
つ
な
ぐ
都
市
づ
く
り

プ
ラ
ン
検
討
委
員
会
の
傍
聴

時
１１
月
２9
日（
火
）午
前
10
時
20
分
～　
所
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー　
定
先
10
人　
内
市
の
現
状
と

計
画
策
定
の
進
め
方
に
つ
い
て　
申
当
日
、
午

前
10
時
～
10
時
20
分
に
開
催
場
所
受
け
付
け

へ
。「
会
議
の
公
開
に
関
す
る
要
項
」が
承
認
さ

れ
た
後
、
入
場
出
来
ま
す
。　
問
都
市
計
画
課

相
談

	●���

11
月
は
い
じ
め
防
止
啓
発
月
間
～
い
じ
め

を「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」～

　
い
じ
め
、
友
達
と
の
関
係
、
学
校
に
行
き
に

く
い
等
、
悩
み
や
不
安
は
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
周
り
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
相
談

窓
口
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
支
援
課（

２１
・
１８９０


　

k-soudan@
city.uji.kyoto.jp

）平
日
の
午

前
8
時
半
～
午
後
5
時
15
分（
年
末
年
始
除
く
）

	●
行
政
相
談

時
12
月
15
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時　
所
市
役

所
3
階
302
会
議
室　
問
市
民
協
働
推
進
課
市
民

相
談
係

	●
出
張
が
ん
個
別
相
談

　
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
に
、
が
ん
に
関
す
る

相
談
が
出
来
ま
す
。　

時
12
月
13
日（
火
）・
1
月
10
日（
火
）午
後
1
時

半
～
3
時
半　
所
山
城
北
保
健
所（
宇
治
若
森
）　

他
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電

話
及
び
対
面
相
談
を
、
平
日
の
午
前
9
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
4
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。　

申
実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
同
セ
ン

タ
ー（

0
1
2
0
・
078
・
394
）へ
。

	●�

就
労
相
談（
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南
）

時
12
月
5
日（
月
）・
19
日（
月
）い
ず
れ
も
午
前

9
時
～
11
時
半（
要
予
約
）　
所
市
役
所
1
階
市

民
交
流
ロ
ビ
ー　
申
開
催
日
の
3
日
前
ま
で

に
、
電
話
で
、
産
業
振
興
課
へ
。　
問
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・

5
3
8
0
）

	●
人
権
相
談

時
12
月
1
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
3
時　
所

市
役
所
3
階
302
会
議
室　
問
人
権
啓
発
課

	●
税
務
相
談

時
12
月
20
日（
火
）午
後
1
時
半
～
４
時
半　
所

市
役
所
1
階
101
会
議
室　
定
先
6
人（
1
人
30

分
）　
対
税
理
士
ま
た
は
税
理
士
法
人
が
関
与
し

て
い
な
い
納
税
者　
申
電
話
で
、
近
畿
税
理
士

会
宇
治
支
部
事
務
局（

64
・
6
6
5
0
）へ
。

木曜さわやかストレッチ
時12 月1日・8 日・15 日・22 日
　いずれも午前 9 時 40 分
　～ 10 時 10 分
所西宇治体育館
定先30 人
￥�1回 300 円（トレーニングジ

ムの利用者は 1回 100 円）
問�西宇治公園

管理事務所
（ 39-9251）

▶トンプソン・
　リバーズ
　大学の様子

▶カムループス市
　の様子

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
談

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

こ
ど
も

15 14

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33） ※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。



広
報 う
じ

宇
治

市
政

だ
よ

り
が

届
か

な
い

と
き

は
、配

布
委

託
先

 （
株

）
ダ

イ
コ

ク
072-893-9000

へ

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

	
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、メールで
随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

右の二次元コードを読みとって、
市ホームページからも
回答出来ます。

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課広報係
〒611-8501 宇治市宇治琵琶 33　 0774-22-3141（代表）　FAX0774-20-8779

宇治市 
ホームページ
https://www.city.uji.kyoto.jp/

広報ＳＮＳ 
  

各ＳＮＳの詳細は二次元コードか
ら確認出来ます。

1900

手続きなど各種問い合わせは、市
ホームページで「ちはや姫（ＡＩ
チャットボット）」が 365 日 24 時
間お答えします♪

市役所から「介護保険料
の還付金があります。今日
でないと返金出来ないの
で、急いで銀行のATMに
行って手続きを！」と電話があ
りました。信用しても大丈
夫？

宇
治
市
政
だ
よ
り
11月

15日
号

令
和

4年（
2022年

）11月
15日

発
行

 第
1900号

「還付金はATMで返ってきません！」
問京都府宇治警察署（ 21-0110）21-0110）
　消費生活センター（ 20-8796）20-8796）

Q

　詐欺です。信用出来ません。ATMで還付金は返っ
てきません。
　市役所から電話でATMの操作を案内することや金
融機関の暗証番号等を聞き出すことは、絶対にありま
せん。
　また、介護保険料以外にも国民健康保険料・後期高
齢者医療保険料などの還付があると言って、市役所職
員を装う電話がかかってくる事例も発生しています。
　このような電話があった場合は、宇治警察署や消費
生活センター、担当課へご相談ください。

Ａ

宇治史探検 149
知る人ぞ知る宇治の豆知識をお話しします。

　

作
家
徳
富
蘆
花
が
、
家
族
と
宇
治
を
訪
れ

た
の
は
、
明
治
43
年（
１
９
１
０
年
）11
月
半

ば
の
こ
と
で
す
。「
三
井
寺
で
弁
慶
の
力
餅
を

食
つ
て
」「
石
を
拾
ひ
、
紅
葉
を
拾
ひ
つ
ゝ
、

石
山
寺
に
詣
つ
た
」あ
と
、
宇
治
に
宿
を
と
り

ま
し
た
。

　

こ
の
夜
は
か
な
り
冷
え
込
ん
だ
よ
う
で
、

翌
朝
見
物
に
出
か
け
る
と「
宇
治
橋
は
雪
の
様

な
霜
」で
覆
わ
れ
て
お
り
、「
ザ
ク
リ
ザ
ク
リ

下
駄
の
二
の
字
の
あ
と
を
つ
け
て
渡
」り
ま

す
。
興
聖
寺
を
訪
れ
た
あ
と
、
帰
り
は
船
頭

の
す
す
め
る
ま
ま
に
渡
し
舟
で
宇
治
川
を
渡

り
ま
す
。
蘆
花
は
船
頭
に「
あ
の
塔
は
何
か

ね
、
先（
せ
ん
）に
は
見
か
け
な
か
つ
た
様
だ

が
」と
尋
ね
、
船
頭
は「
近
頃
掘
り
出
し
た
ン

ど
す
。
宝
塔
た
ら
云
ふ
て
ナ
、
あ
ん
た
は
ん
」

と
答
え
ま
す
。（『
み
ゝ
ず
の
た
は
ご
と
』所
収

「
旅
日
記
か
ら
」よ
り
）

　

船
中
で
話
題
の

石
塔
は
、
も
ち
ろ

ん
塔
の
島
に
そ
び

え
る
浮
島
十
三
重

塔
。
宝
暦
６
年（
１

７
５
６
）の
大
洪
水

で
倒
壊
し
、
な
が

ら
く
放
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
明

治
41
年
、
約
150
年
ぶ
り
に
再
建
さ
れ
ば
か
り

で
し
た
。
蘆
花
が
知
ら
な
い
の
も
無
理
は
あ

り
ま
せ
ん
。
十
三
重
塔
の
落
成
の
様
子
は
歴

史
資
料
館
刊
行『
よ
み
が
え
る
明
治
の
日
本
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

徳
富
蘆
花（
明
治
元
年
～
昭
和
２
年
）

代
表
作『
不
如
帰
』な
ど

問
歴
史
資
料
館（

歴
史
資
料
館（

39
・・
9
2
60


9
2
60

））

徳と
く
と
み富
蘆ろ

か花
と
浮
島
十
三
重
塔

再建まもない頃の浮島十三重塔
（大正頃の絵はがきより）

還付金詐欺 市内で多発 !!
02 0303

●●なるほど ろう文化

01 歴史お茶

（ 21-0419 21-0419 FAX 22-7117）問障害福祉課 

　東京2020オリンピック・パラリンピックが
行われたのは記憶に新しいと思いますが、耳の
聞こえない選手のためのオリンピックがある
ことをご存じですか？「Deaf（デフ）」は聞こ
えない人という意味です。オリンピック・パラ
リンピックと同じように４年に一度行われ、夏
季と冬季が２年ごとに交互に行われます。
2025年夏季大会が東京で開催されることが決
まりました。
　ルールはオリンピック
と変わりませんが、選手
はスターターの音や審判
の笛の音は聞こえないた
め、フラッシュランプや
フラッグなどで視覚的に
合図を知らせます。デフ
リンピックを見ること
が、聞こえない人達のこ
とを知るきっかけになる
といいですね。

共生
まずは、聞こえない世界を想像することから。

「デフリンピックをご存じですか？」

デフリンピックマーク
※デフリンピックマークに
　関する一切の知的財産権
　は、国際ろう者スポーツ
　委員会（ICSD）が管理
　しています。

各課からのコラムをご紹介！

https://www.city.uji.kyoto.jp/
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/32796.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/6841.html



